
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      主催   医療福祉・在宅看取りの地域創造会議 

      共催   滋賀県、社団法人滋賀県医師会 

      協賛   中外製薬株式会社、日本ケミファ株式会社 

 と き：平成２４年１１月２５日（日） 

     １３時１５分 ～ １６時３０分 

 ところ：ピアザ淡海 ピアザホール 

       



  

 

 

 

 

 

１２：４５～ 受付 

１３：１５～ 開会あいさつ             

１３：３０～ 記念講演 

       「地域で命を支える～「がんばらない」けど「あきらめない」～」 

          諏訪中央病院名誉院長 鎌田 實 先生 

１４：３５～ 看取り劇場 

       「また逢う日まで～いろんな看取りのかたち～」 

１５：１０～ 表彰式 

         知事表彰 

       あったか介護ありがとうメッセージ＆写真 受賞者表彰 

       代表幹事表彰 

          私のこれからの生き方・最期の迎え方 受賞者表彰 

１５：２５～ 休憩 

１５：３０～ 鼎談 

   ＜テーマ＞「幸せな最期とは」 

   ＜登壇者＞ 

   フォトジャーナリスト     國森 康弘 氏 

         滋賀県知事          嘉田 由紀子 氏 

         滋賀県医師会長／代表幹事   笠原 吉孝 氏 

１６：３０  終了（予定）

『滋賀の医療福祉を守り育てる』県民フォーラム 
 
 みんなで考えよう～滋賀の医療福祉・在宅看取りの今とこれから～ 

 



 

 

 

 

 『地域で命を支える 

  ー「がんばらない」けど「あきらめない」ー』 

   [講師]   諏訪中央病院名誉院長  鎌田 實氏 

    

 

 

 

 

 

   [メモ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記念講演 

プロフィール 

 医師・作家。1948 年東京生まれ。東京医科歯科大学医学部卒業。37 年間、医師として地

域医療に携わり、チェルノブイリ、イラク、東日本の被災地支援に取り組む。2009 年ベスト・

ファーザーイエローリボン賞（学術・文化部門）受賞。2011 年日本放送協会放送文化賞受賞。

ベストセラー「がんばらない」をはじめ、「なさけないけどあきらめない」「ウェットな資本

主義」、「アハメドくんのいのちのリレー」、「希望」（東京書籍）など著書多数。現在、諏訪中

央病院名誉院長。 



 

 

 

  テーマ 

  「また逢う日まで」～いろんな看取りのかたち～ 

  

  

 

 

  

 ～あの世・この世・その世の場面から～ 

  第１幕 あの世   

      さて、亡くなった方々は、ご自分の「看取られ方」をどのように思ってお 

     られるのでしょうか？天国からのぞいてまいりましょう。 

   

  第２幕 この世 

      看取りを経験された方や現在介護中の方々の胸の内や体験談をお話して 

     いる座談会をのぞいてまいりましょう。 

   

  第３幕 その世 

      ここにも在宅療養をしているおじいさんがいます。どんな様子かみてみま 

     しょう。 

 

 

   

 

看取り劇場 

 少子高齢化が進む中、年々高齢者は増加しそれに伴い死亡者の数も増加しています。

こうした中、県民の約半数の方が自宅での看取りを希望されていますが、実際には約

8 割の方が病院で亡くなっておられる現状です。終の住み処をどこにするのか、人生

の最期をどのように迎えるのかは大切な課題です。さまざまな看取りのかたちがある

ということ、自分や家族の生き方、最期の迎え方について一緒に考えませんか。 



 出演者：医療福祉・在宅看取りの地域創造会議メンバー（敬称略・登場順） 

    ★ナビゲーター（ティンカーベル）      …… 柴田惠子 

    ★あの世・天国 不良天使          …… 角野文彦 

    ★あの世・天国 不良天使          …… 荒堀光信 

    ★あの世・   閻魔大王          …… 市川忠稔 

    ★あの世・天国 長老天使          …… 笠原吉孝 

    ★あの世・天国 天使（ゴールド・ヤマンバ） …… 藤本武司 

    ★あの世・天国 天使（シルバーマドンナ）  …… 嘉田由紀子 

    ★あの世・天国 しきり天使         …… 井口みゆき 

    ★この世・介護者サロン 司会者       …… 梅居奈央 

    ★この世・介護者サロン 介護者（娘）    …… 大石和美 

    ★この世・介護者サロン 介護者（息子）   …… 松木 明 

    ★この世・介護者サロン 介護者（妻）    …… 服部敦子 

    ★この世・介護者サロン 介護者（ケアマネ） …… 北村眞弓 

    ★この世・介護者サロン 介護者（嫁）    …… 森村敬子 

    ★その世・もうすぐの老人          …… 野田眞惠 

    ★その世・息子の嫁             …… 横田正美 

    ★その世・息子               …… 田中義高 

    ★その世・子ども（孫）           …… 大岡紳浩 

    ★その世・主治医              …… 渡邉光春 

    ★その世・訪問看護師            …… 糸山めぐみ 

    ★総監督                  …… 小林純子 

    ★舞台監督                 …… 中西一男 

    ★脚本                   …… 小林純子、角野文彦、梅居奈央 

    ★美術                   …… 渡部弘美 

 

 

 ［メモ］  

 

 



 

 

  ○知事表彰 

  「あったか介護ありがとうメッセージ＆写真の募集」受賞者表彰 

      

    応募総数： 計２１７件 

         （１）メッセージ部門 応募総数 １６７件 

         （２）あったか介護写真部門    ２９件 

                 （３）介護の心・ハート写真部門  ２１件    

         

  メッセージ部門 

 

  最優秀賞 小宮 俊昭 様 （彦根市） 

  優秀賞  梅村 榮子 様 （守山市） 

  優秀賞  川村 静江 様 （彦根市） 

  入 賞  階堂 幸子 様 （日野町） 

  入 賞  片山 けいこ 様 （大津市） 

  入 賞  久保 和友 様 （草津市） 

  入 賞  森山 昭裕 様 （大阪府堺市） 

  入 賞  福田 恵子 様 （草津市） 

  

  あったか介護写真部門 

 

     最優秀賞 邂逅の郷特別養護老人ホーム 沙羅一同 様（彦根市） 

     優秀賞  藤本 義和 様 （彦根市） 

     優秀賞  水本 弘光 様 （東近江市） 

  入 賞  小宮 俊昭 様 （彦根市） 

  入 賞  溝 上  都 様 （甲賀市） 

  入 賞  堀内 麻由美 様 （大津市） 

  入 賞  鈴 木  唯 様 （甲賀市） 

  入 賞  中谷 彰秀 様 （東近江市） 

 

  介護の心・ハート写真部門 

 

     優秀賞  栗林 悦子 様 （甲賀市） 

     入 賞  中川 雄史 様 （甲賀市） 

     入 賞  横田 剛治 様 （大津市） 

表彰式 



 ○代表幹事表彰 

  「私のこれからの生き方・最期の迎え方作品募集」受賞者表彰 

     

    応募総数： １４８件 

    受賞者 ： 最優秀賞１名、優秀賞２名、入賞５名 

 

   短歌・川柳・三行詩等 

 

     最優秀賞   北村 幸子 様（草津市） 

     優秀賞    富澤 綾子 様（大津市） 

     優秀賞    八田 幸夫 様（近江八幡市） 

     入 賞    伊藤 邦代 様（大津市） 

     入 賞    福原 淑子 様（米原市） 

     入 賞    服部 敦子 様（栗東市） 

     入 賞    森  祐子 様（草津市） 

     入 賞    李  揚子 様（大津市） 

                    

 

 

      受賞者のみなさま、おめでとうございました 

     作品は、ピアザホール前のフロアに展示しています 



 

 

 

  テーマ 

  『幸せな最期とは？』 

   [登壇者]  フォトジャーナリスト   國森 康弘 氏 

          滋賀県知事        嘉田由紀子 氏 

         滋賀県医師会長      笠原 吉孝 氏 

          （医療福祉・在宅看取りの地域創造会議代表幹事） 

 

   [メモ] 

 

 

鼎談 



提 案 ～ 滋賀の医療福祉を守り育てる月間の制定について ～ 

 

滋賀の医療福祉を守り育てる一番の力は、医療福祉サービスの関係者や行

政だけでなく、県民全ての理解と主体的な取組にあります。 

そこで、今回の県民フォーラムから、県民が自ら学び、理解し、主体的な

取組を行う「滋賀の医療福祉を守り育てる県民運動」への発展を期し、「滋賀

の医療福祉を守り育てる月間」の制定について、次のとおり提案します。 

 

○１１月を「滋賀の医療福祉を守り育てる月間」とする。 

○「月間」においては、啓発活動、研修・講座などを集中的に実施し、県民

が自らの健康や地域の医療福祉について考えるきっかけづくりとする 

○医療福祉・在宅看取りの地域創造会議の会員、賛助団体をはじめ、県、市

町、医療福祉に関係する機関・団体および県民が、連携・協力しながら、「月

間」の趣旨に沿った取組を実施し、医療福祉を守り育てる気運の醸成を図

る。 

 

平成 24 年 11 月 25 日 

医療福祉・在宅看取りの地域創造会議 

 


